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2月の海氷分布と平均気温（2001年）

・北半球における海氷域の南限　　　　海氷の年々変動大

・北太平洋で唯一大気に接した水が中層へ潜り込まれる海
　　　　　　大気・陸からの熱・物質を北太平洋中層水(200-800m)へ

グローバルな目でみたオホーツク海

二橋氏作成
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・北半球における海氷域の南限　　　　海氷の年々変動大

・北太平洋で唯一大気に接した水が中層へ潜り込まれる海
　　　　　　大気・陸からの熱・物質を北太平洋中層水(200-800m)へ

北太平洋の中層水

グローバルな目でみたオホーツク海

二橋氏作成



2

海水は同じ密度面（等密度面）
に沿って流動する。
等密度面上での水温・酸素な
どの分布を見ると、海水の起源
や流動の様子がわかる

Itoh et al., 2003

　　水温

溶存酸素

３００－５００ｍ

オホーツク海の海氷

[北見工大提供]
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AVHRR SSM/I

Kimura and Wakatsuchi, 2004

Thin ice
ポリニヤ

Thick ice

海氷生産量の見積もり
　（熱収支と衛星データより） 中層(等密度面上）での水温

高密度陸棚水
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海氷生産量の見積もり
　（熱収支と衛星データより） 中層(等密度面上）での水温

高密度陸棚水

Ohshima et al., 2003
Itoh et al.,2003

(Shcherbina et al., 2003; Science)

海氷期

塩分増加

高密度陸棚水生成を捉えた観測

温
度

塩
分

オホーツク海での、この50年の中層水の水温と酸素量の変化
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中層(等密度面上）での水温 26.9σθ面

中
層
水
の
50
年

昇
温
ト
レ
ン
ド

27.0σθ面



6

中層水温のトレンド 中層溶存酸素のトレンド

オホーツク海

オホーツク海

親潮

親潮

西部亜寒帯
西部亜寒帯

Nakanowatari et al., 2007
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冬

Serreze et al. [2000]
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Nakanowatari et al., ２００７
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2001

27.0 σθ
オホーツク海の中層での水温変化

Ohshima et al., 2003 Nihashi et al., in prep.

SSM/I　分解能　25km AMSR 分解能　12.5km
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Maximum (Feb-Mar) Ice Area
and Annual Ice Production (from heat budget )
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オホーツク海の2-3月の海氷面積と年積算海氷生産量

オホーツク海における物質循環システム

水温・濁度プロファイル

〔Nakatsuka et al., 2002 ; 2004a,b〕

(鉄も)

(鉄も)
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Total labile Fe

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

0 2 4 6 8 10

Fe conc. nM

D
ep
th
 m

St.7.2

St.8

St.9

St.17

St. TEST

St.6

St.11

St.21

St.22

St.23

St. KNOT-2

50ºN

45ºN

140ºE 145ºE 150ºE 155ºE 160ºE 165ºE

St. KNOT

St.22

St.23

St. MA

St. SEEDSSt.21

St.11
St.6

St.17
St.8

St.9
St.7.2

オホーツク海からのFe供給の可能性

未ろ過Fe

オホーツクオホーツク

西部亜寒帯域

親潮

(Nishioka et al.2007)

20

オホーツク海
北太平洋亜寒帯

鉄の供給源

• 植物プランクトンの
三大栄養素

– リン、窒素、ケイ素
• ＋鉄が必要

安定

消失
鉄

植物プランクトン

中層鉄仮説！

大陸から大気を通じて
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21

酸素

豊富な漁業資源

北太平洋

オホーツク海
北太平洋中層循環システム

• ただし、仮説の段階

オホーツク海

大気の冷却

海氷生成

中層の海洋循環酸素

鉄分

•重く冷たい水

2007年10月10日
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高密度陸棚水の生成減少
オホーツク中層水の昇温化（海峡が深い：～2000ｍ）

北太平洋中層水昇温のソース
鉛直循環の弱化
中層への鉄の供給の弱化？
生物基礎生産力の減少？　→　漁業資源の減少？　
海洋のCO2吸収能力の減少？

北太平洋へのインパクト

オホーツク海の海氷減少

ユーラシア大陸北東部での秋・冬の昇温化（地球上最大）

オホーツク海上への冬の季節風の寒気の弱化


